
令和５年度頑張る住民自治活動表彰　（個人の部） 令和5年11月1日現在

1 鳥取市 西川
にしかわ

　照夫
て る お

現　富桑
ふ そ う

地区自治会会長

地域団体と協力して毎年開催される文化祭や人権講演
会等を開催したり、市に働きかけて富桑地区内におけ
る市内100円循環バスの運行を実現したりするなど、地
区住民の一体感醸成や自治会をはじめとする地域の
各種団体のとりまとめ等に尽力した。

2 鳥取市 西原
にしはら

　牧夫
ま き お

現　美保
み ほ

南
みなみ

地区区長会会長

　地元小学校と連携し、小学校低学年を対象として、素
早く犯罪者から逃げ、身を隠す(守る)方法等を実際に
身体を動かして理解してもらう「防犯スポーツ教室」の
開催の他、市の景観形成審議会委員をはじめ、下水
道、障がい者虐待防止・差別解消等の市政各分野に尽
力した。

3 鳥取市 福田
ふ く た

　正美
ま さ み

現　津
　 つのい

ノ井地区自治会会長

　防犯、防災、交通安全に関する各種団体等と連携し
て住民に対する意識啓発の実施や、空山ウォーキング
ロード・空山公園の草刈・整備等、住みよいまちづくりを
目的に活動を行った。

4 鳥取市 西川
にしかわ

　功
こう

美
み

現　用瀬
もちがせ

町自治会長会会長

　洪水、土砂災害、地震、暴風に対する対応方法をまと
めた防災マップ「避難スイッチ」の作成・全戸配布。令和
４年３月末で廃止された鳥取市有償交通に変わる公助
交通（いきいき社バス）の運行開始に尽力した。

5 米子市 内藤
ないとう

　英二
え い じ

現　春日
かすが

地区自治連合会会長

子育て支援、健康福祉、自主防災、次世代育成、維持
管理の５部会を設け、地域で子どもを育てるため、園庭
開放・絵本の読み聞かせ・フリーマーケット等の実施、
子どもが地域を離れても繋がりを保てるよう、中学生が
事業の役員になって主体的に活動してもらう取組等に
尽力した。

6 米子市 河原
かわはら

　英明
ひであき

現　紺屋町
こ うや まち

自治会会長

加茂川の清掃活動、花壇の整備、つつじの植木の整
備、地蔵さん祭り等を実施。路地もあることから、消火
器を20世帯に置かせてもらい、毎年設置場所の地図を
配布している。明道地区の行事では、ゴズ釣り大会、グ
ランドゴルフ大会等により世代間交流が実現された。

7 倉吉市 山﨑
やまさき

　政彦
まさひこ

元　鍛冶町
か じ ま ち

２丁目自治公民館館長

　明倫まつり（現・明倫フェスティバル）の発起人の一人
としてアイデアを出し、地区住民が交流し親睦を深める
よう取り組んだ。また、冬期に灯油を購入に行くことが
困難な高齢者のために、ガソリンスタンド業者に灯油配
送を依頼するなど、住民のため生活環境確保にも取り
組んだ。

8 倉吉市 山下
やました

　博
ひろし

元　弓削
ゆ げ

自治公民館館長

住民の交流の場としてサロンを始め、季節ごとに花見
や食事会等、毎月開催して住民達が顔を合わせること
で安心に繋げた。また、地内の溝さらいや草刈りの河
川管理や防災研修、交通安全研修を開催し、安心安全
な生活環境の向上に取り組んだ。

9 境港市 八木橋
や ぎ は し

　紳一
しんいち

現　北日
き た ひ

ノ出
で

会
かい

会長

　若年世代の自治会員減少や会員の高齢化が進む中
にあっても、清掃活動や地区敬老会の開催協力に加
え、３か月に１回の懇親会等を行って住民同士のコミュ
ニケーションを構築して住民の交流や意見交換が活発
にし、住みよい街づくりに尽力した。

10 境港市 佐々木
さ さ き

　壮一
そういち

現　福定町
ふくさだちょう

自治会会長

　余子保育園、境港総合技術高等学校と合同での避難
訓練を始め、また、防災運動会を主催するなどして地域
の防災意識高揚に努めた。余子公民館では、子ども農
業塾に携わり、収穫の喜びを分かち合う食育活動に従
事。移動販売や無人野菜市等の買い物支援にも携
わった。

11 北栄町 山根
や ま ね

　ひろ子
こ

現　大野
お お の

自治会会長

　全ての自治会員が集まり、意見交換するため、毎年４
月に開催する「花見親睦会」を立ち上げ、子どもから高
齢者まで多くの方で賑わい、会員同士の交流を深める
大切な役割を果たす行事となっている。また、自治会内
での人権教育・人権学習に熱心に取り組んだ。
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